
本
年
度
も
現
在
1
件
の
新
築
・

移
住
予
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、
所

要
の
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

 
簡
易
水
道
事
業 

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

日
々
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
飲
料
水
を
、
常
に
安
定
的
に

供
給
す
る
た
め
、
施
設
の
維
持
管

理
に
あ
た
り
万
全
を
期
し
、
合
理

的
、
か
つ
効
率
的
な
運
営
に
も
配

慮
し
な
が
ら
、
生
活
用
水
の
確
保

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。水

道
の
整
備
で
は
、
安
定
し
た

水
量
の
供
給
を
図
る
た
め
、
幾
寅

地
区
簡
易
水
道
の
2
ヵ
所
あ
る
老

朽
化
し
た
取
水
施
設
の
う
ち
、
本

年
度
1
ヵ
所
の
更
新
工
事
を
実
施

し
ま
す
。
さ
ら
に
幾
寅
・
金
山
地

区
配
水
管
布
設
工
事
を
実
施
す
る

ほ
か
、
計
画
的
に
行
っ
て
い
る
各

地
区
メ
ー
タ
ー
器
取
替
工
事
を
引

き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 
公
共
下
水
道
事
業 

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

整
備
が
概
ね
完
了
し
ま
し
た
の
で
、

今
後
は
、
下
水
処
理
場
を
は
じ
め
、

各
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
よ

り
、
処
理
能
力
を
保
持
す
る
た
め

の
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化

を
図
る
た
め
、
年
次
計
画
的
な
下

水
道
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 
ご
み
処
理 

環
境
衛
生
で
は
、
ご
み
処
理
に

つ
い
て
よ
り
一
層
の
減
量
化
や
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
民
皆
様
の
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
分
別
の

徹
底
及
び
減
量
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

一
般
ご
み
の
可
燃
ご
み
に
つ
い

て
は
、
平
成　

年
度
か
ら
上
富
良

20

野
町
の
焼
却
施
設
に
お
い
て
、
焼

却
処
理
を
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

町
の
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

平
成　

年
度
処
理
量
4
3
7
ｔ
に

19

対
し
、
平
成　

年
度
は
約　

ｔ
の

20

50

埋
立
て
処
理
量
と
な
り
、
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
の
延
命
化
が
図

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

町
民
の
皆
様
に
は
、
更
な
る
ご
み

の
分
別
と
減
量
化
の
取
り
組
み
を

お
願
い
し
な
が
ら
、
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
の
適
性
効
率
化
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、

一
般
ゴ
ミ
処
理
費
の
有
料
化
に
つ

き
ま
し
て
も
、
そ
の
状
況
の
推
移

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。継

続
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

は
、
本
年
度
は
3
戸
分
の
予
算
を

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

 
斎
場
使
用
料
の
改
定 

斎
場
使
用
料
に
つ
い
て
、
受
益

者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

使
用
料
を
改
定
す
る
条
例
改
正
案

を
本
定
例
会
に
提
案
し
て
お
り
ま

す
。

 
消
防
体
制
の
充
実
・
強
化 

消
防
は
、
昭
和　

年
に
地
域
に

23

密
着
し
た
市
町
村
消
防
と
し
て
発

足
以
来
、
関
係
者
の
様
々
な
努
力

の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
制
度
、
政

策
、
施
設
、
設
備
等
の
充
実
が
図

ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

近
年
、
複
雑
多
様
化
や
大
規
模

化
す
る
災
害
か
ら
地
域
住
民
の
生

命
及
び
財
産
を
守
る
た
め
消
防
の

責
務
は
、
益
々
重
要
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
消
防
力
の
強

化
を
め
ざ
し
、
沿
線
5
市
町
村
に

よ
る
消
防
行
政
を
共
同
で
実
施
す

る
広
域
連
合
が
発
足
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
消
防
の
広
域
化
に
よ
り
、

火
災
、
災
害
、
救
急
救
助
等
の
初

動
体
制
の
確
立
が
推
進
さ
れ
ま
す
。

次
に
消
防
施
設
の
充
実
で
あ
り

ま
す
が
、
電
波
法
の
改
正
に
よ
り
、

現
在
使
用
し
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
方

式
の
無
線
機
を
平
成　

年
ま
で
に

28

デ
ジ
タ
ル
方
式
の
無
線
機
に
全
面

改
修
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

機
器
整
備
に
は
多
額
の
経
費
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
通
信
指
令
業

務
の
共
同
運
用
な
ど
、
広
域
的
な

視
点
か
ら
効
果
的
な
消
防
体
制
の

充
実
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

近
年
の
火
災
発
生
件
数
は
減
少

傾
向
と
は
言
え
ず
、
な
か
で
も
建

物
火
災
が
約
半
数
を
占
め
て
お
り
、

火
災
に
よ
る
死
者
も
住
宅
火
災
に

よ
り
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
消
防
法
の
改
正
に
基
づ
き
、

住
宅
用
火
災
報
知
機
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
、
新
築
住
宅
に
つ
い

て
は
平
成　

年
6
月
か
ら
、
既
存

18

住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
6

23

月
か
ら
の
適
用
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
設
置
の
推
進
及
び
普
及

の
た
め
、
関
係
機
関
、
消
防
団
と

の
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
広

報
啓
発
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
救
急
業
務
の
高
度
化
に

適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

救
急
隊
員
の
教
育
の
充
実
や
救
急

救
命
士
の
養
成
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
医
療
機
関
と
の
一
層
の
連

携
を
図
り
、
更
に
住
民
に
対
す
る

応
急
処
置
の
対
策
を
総
合
的
、
計

画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 
高
規
格
救
急
車
の
導
入 

平
成　

年
度
の
繰
越
事
業
に
よ

20

り
、
最
新
式
の
高
度
救
命
資
機
材

を
積
載
し
た
高
規
格
救
急
車
へ
の

更
新
を
図
り
、
救
命
率
の
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
救
急
救
命
業
務

の
高
度
化
に
万
全
を
期
し
て
ま
い

り
ま
す
。

 
防
犯
と
交
通
安
全
の
推
進 

防
犯
と
交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、

防
犯
協
会
、
交
通
安
全
協
会
及
び

交
通
指
導
員
協
議
会
と
の
連
携
を

密
に
い
た
し
ま
し
て
、
交
通
事
故

や
犯
罪
の
な
い
安
心
と
安
全
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
、
よ
り
一
層
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 
消
費
生
活 

消
費
生
活
に
つ
い
て
は
、
特
に

高
齢
者
な
ど
社
会
的
弱
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
悪
質
な
訪
問
販
売

が
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い
状

他町での償却処理により延命化が図られた最終処分場
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教
育
委
員
会
通
信

特　
　

集

ま
ち
の
話
題
・出

来
事

財
政
状
況
一
覧
表

（
平
成　

年
度
）

１９

富
良
野広

域
連
合
議
会

カ
メ
ラ
レ
ポ
ー
ト

発
信
＠
み
な
く
る

平
成　

年
度
の

２１
ま
ち
づ
く
り

況
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

消
費
者
被
害
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
安
全
で
良
好
な
消
費

生
活
の
環
境
が
保
た
れ
る
よ
う
本

年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
富
良
野
沿

線
5
市
町
村
に
よ
り
共
同
設
置
し

て
い
る
「
富
良
野
市
消
費
生
活
モ

ニ
タ
ー
」
に
よ
る
相
談
体
制
や
社

会
福
祉
協
議
会
と
の
協
力
体
制
に

よ
り
、
訪
問
販
売
な
ど
に
対
す
る

消
費
者
意
識
の
啓
発
に
取
り
組
み
、

消
費
者
保
護
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

 
行
政
情
報
化
の
推
進 

行
政
情
報
化
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
が
進
め
る
電
子
自
治

体
の
取
り
組
み
と
し
て
、
本
町
で

も
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
、
総
合
行

政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
管
理
運
用
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

の
び
の
び
の
南
富
良
野　

共
に
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り

次
に
、
住
民
と
行
政
が
連
携
し
、

魅
力
あ
る
個
性
的
で
効
率
的
な
行

財
政
運
営
を
め
ざ
す
、
の
び
の
び

の
南
富
良
野
―
共
に
つ
く
る
ま
ち

づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

 
住
民
参
画
と
協
働 

住
民
と
行
政
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
第
4
次
総
合
計
画
の
諸
施
策

の
推
進
に
あ
た
り
、
ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
の
設
置
や

地
域
の
声
を
広
く
ま
ち
づ
く
り
に

反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
移
動
町
長

室
の
開
催
、
町
長
へ
の
手
紙
、
広

報
広
聴
活
動
を
展
開
す
る
中
で
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案
や
地
域
の

話
題
を
語
り
合
う
機
会
を
設
け
る

な
ど
、
町
民
皆
様
の
声
を
行
政
に

生
か
し
、
住
民
参
画
と
協
働
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 
町
史
の
編
さ
ん 

現
在
の
南
富
良
野
町
史
に
つ
い

て
は
、
平
成
2
年
に
本
町
が
開
基

1
0
0
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念

し
て
、
平
成
2
年
度
に
発
刊
さ
れ
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
主
に
昭

和
の
時
代
の
ま
ち
の
歩
み
を
記
録

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
か
ら
平
成
に
変
わ
り
、
既

に　

年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

20
ら
、
平
成
の
時
代
を
振
り
返
る
次

の
町
史
を
編
さ
ん
す
る
た
め
、
執

筆
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
、
町

内
の
有
識
者
に
よ
り
ま
し
て
町
史

編
さ
ん
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
本

町
が
開
基
1
2
0
年
を
迎
え
る
平

成　

年
3
月
の
発
刊
を
目
指
し
、

23

現
在
編
さ
ん
作
業
を
取
り
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
所
要
の
予
算
を
計
上
い

た
し
ま
し
た
。

 
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
中
継
局
の
整
備 

テ
レ
ビ
放
送
局
の
地
上
波
デ
ジ

タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
国
の
施
策

に
よ
り
平
成　

年
7
月　

日
ま
で

23

24

に
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
デ
ジ
タ

ル
放
送
へ
完
全
移
行
す
る
も
の
で

す
が
、
町
内
金
山
・
幾
寅
の
テ
レ

ビ
中
継
局
デ
ジ
タ
ル
化
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
本
年
度
に

整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

Ｈ
Ｂ
Ｃ
・
Ｓ
Ｔ
Ｖ
・
Ｕ
Ｈ
Ｂ
・
Ｈ

Ｔ
Ｂ
の
民
放
各
社
に
つ
い
て
は
、

金
山
中
継
局
を
平
成　

年
度
、
幾

21

寅
中
継
局
を
平
成　

年
度
に
整
備

22

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
民
放
4
局
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
中
継

局
の
所
有
形
態
に
よ
り
事
業
主
体

が
異
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
Ｈ
Ｂ

Ｃ
・
Ｓ
Ｔ
Ｖ
に
つ
い
て
は
、
放
送

事
業
者
の
所
有
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

放
送
事
業
者
が
事
業
主
体
と
な
り
、

Ｕ
Ｈ
Ｂ
・
Ｈ
Ｔ
Ｂ
に
つ
い
て
は
、

町
が
中
継
局
を
所
有
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
町
が
事
業
主
体
と
な
り

整
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
実
質
的

な
財
政
負
担
が
な
い
こ
と
と
、
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
り
町
民
の
皆
様
に

対
す
る
情
報
手
段
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
放
送
事
業
者
に
対
し

協
力
を
し
、
円
滑
な
テ
レ
ビ
中
継

局
の
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

 
町
内
会
の
再
編
・
出
張
員
制
度
の
見
直
し 

各
地
区
の
町
内
会
は
、
地
域
主

権
型
社
会
で
の
相
互
扶
助
や
地
域

活
動
の
基
本
組
織
と
し
て
、
住
民

自
治
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
行
政
の
出
張
員
制
度
が
基

本
単
位
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
町
内
各
地
区
に
お
け

る
戸
数
の
減
少
や
偏
り
に
よ
り
、

従
来
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
町
内
会

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
度

18

の
出
張
員
会
議
に
再
編
案
を
提
示

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
各

地
域
の
役
員
会
、
出
張
員
会
議
、

移
動
町
長
室
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
山
地
区
に
お
い
て
は
、
平
成

　

年
6
月
に
再
編
が
行
わ
れ
、
北

19落
合
地
区
の
再
編
に
つ
い
て
は
、

地
域
で
の
理
解
を
得
ら
れ
て
お
り
、

実
施
時
期
を
協
議
し
て
い
る
段
階

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
地
区

に
つ
き
ま
し
て
は
、
な
か
な
か
議

論
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
地
域
の
考
え
方

を
尊
重
し
、
行
政
の
一
方
的
な
押

し
付
け
と
は
な
ら
な
い
よ
う
配
慮

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
て
、
地

域
で
の
自
主
的
な
協
議
を
見
守
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
出
張
員
制
度
の
見
直
し

に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
町
内
会

の
再
編
と
と
も
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

以
上
、
平
成　

年
度
の
町
政
執

21

行
に
臨
む
基
本
的
な
考
え
方
、
重

点
施
策
や
第
4
次
総
合
計
画
を
推

進
す
る
主
要
事
業
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
し
た
。

 
平
成　

年
度
予
算
の
概
要 

21
次
に
、
平
成　

年
度
予
算
編
成

21

の
考
え
方
並
び
に
概
要
を
申
し
上

げ
ま
す
。

予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

救急隊による訓練の様子
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教
育
委
員
会
通
信

特　
　

集

ま
ち
の
話
題
・出

来
事

財
政
状
況
一
覧
表

（
平
成　

年
度
）

１９

富
良
野広

域
連
合
議
会

長
寿
医
療
制
度
の

お
知
ら
せ

子
育
て支

援
セ
ン
タ
ー

平
成　

年
度
の

２１
ま
ち
づ
く
り


